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寺本古代寺院跡三重塔　復元模型

甲斐国分寺塔跡　発掘状況

寺本古代寺院塔跡　発掘状況

　
笛
吹
市
内
に
は
、
山
梨
最
古
の
お
寺
で
あ

る
「
寺
本
古
代
寺
院
跡
」（
春
日
居
町
寺
本
）

と
奈
良
時
代
に
聖
武
天
皇
の
命
令
で
建
て
ら

れ
た
「
甲
斐
国
分
寺
跡
」
（
一
宮
町
国
分
）

の
２
カ
所
に
、
古
代
の
塔
跡
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
今
回
の
笛
吹
市
探
訪
で
は
、
こ
の
二

つ
の
塔
に
つ
い
て
お
話
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
６
世
紀
後
半
に
朝
鮮
半
島
を
通
じ
て
伝
え

ら
れ
た
仏
教
は
、
最
先
端
の
文
化
や
技
術
を

日
本
に
も
た
ら
し
ま
し
た
。
朱
塗
り
の
柱
と

漆
喰
（
し
っ
く
い
）
の
壁
に
彩
ら
れ
た
お
寺

の
建
物
、
そ
の
中
で
も
ひ
と
き
わ
高
い
塔
は
、

当
時
の
人
々
に
大
き
な
衝
撃
を
与
え
た
と
思

い
ま
す
。

　
塔
は
、
お
釈
迦
（
し
ゃ
か
）
様
の
墓
と
し

て
建
て
ら
れ
た
も
の
で
、
お
寺
の
象
徴
的
な

建
物
で
し
た
。
お
寺
の
塔
と
い
う
と
、
一
般

的
に
は
三
重
塔
や
五
重
塔
な
ど
の
木
造
の
層

塔
を
指
し
ま
す
。
現
在
で
は
三
重
塔
と
五
重

塔
し
か
残
っ
て
い
ま
せ
ん
が
、
か
つ
て
は
、

飛
鳥
の
百
済
大
寺
（
く
だ
ら
た
い
じ
）
で
九

重
塔
、
奈
良
の
東
大
寺
な
ど
で
七
重
塔
が
建

て
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
特
に
、
東
大
寺
の
塔

は
、
１
０
０
ⅿ
を
超
え
て
い
た
と
伝
え
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
塔
の
建
物
は
平
面
が
正
方
形
で
、
中
心
に

「
心
柱
（
し
ん
ば
し
ら
）
」
と
い
う
根
元
か

ら
天
辺
ま
で
を
貫
く
柱
が
建
て
ら
れ
て
い
ま

す
。
柱
を
支
え
る
石
を
「
礎
石
（
そ
せ
き
）」、

そ
の
中
で
も
、
心
柱
を
支
え
る
礎
石
を
「
心

礎
（
し
ん
そ
）
」
と
呼
び
、

心
礎
に
は
お
釈
迦
様
の
骨
で

あ
る
「
舎
利
（
し
ゃ
り
）
」

が
納
め
ら
れ
て
い
ま
し
た
（
多

く
の
場
合
は
、
水
晶
な
ど
で

代
用
さ
れ
ま
す
）。
で
す
か
ら
、

建
物
が
壊
れ
て
無
く
な
っ
て

も
、
柱
を
支
え
て
い
た
礎
石

の
置
き
方
に
よ
っ
て
、
塔
の

大
き
さ
な
ど
を
推
定
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

　
冒
頭
で
ご
紹
介
し
た
寺
本

古
代
寺
院
跡
に
は
、
心
礎
だ
け
が
残
さ
れ
て

い
ま
し
た
が
、
発
掘
調
査
に
よ
り
、
一
辺
が

約
５
・
４
ⅿ
の
建
物
で
あ
っ
た
こ
と
が
分
か

り
ま
し
た
。
こ
の
大
き
さ
は
、
奈
良
県
の
当

麻
寺
（
た
い
ま
で
ら
）
に
あ
る
東
西
二
つ
の

三
重
塔
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。
そ
の
た
め
、
寺

本
の
塔
は
、
高
さ
24
ⅿ
程
度
の
三
重
塔
で
あ

っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
国
分
寺
の
塔
は
、
七
重
塔

を
建
て
る
よ
う
に
と
命
じ
ら
れ
て
い

ま
し
た
。
天
平
13
年
（
７
４
１
年
）

に
出
さ
れ
た
国
分
寺
建
立
の
詔
（
み

こ
と
の
り
）
の
中
に
、
「
そ
れ
造
塔
之

寺
（
ぞ
う
と
う
の
て
ら
）
、
兼
ね
て
国

の
華
と
為
す
」
と
書
か
れ
て
い
ま
す
。

塔
は
「
国
の
華
」
、
つ
ま
り
古
代
甲
斐

国
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
考
え
ら
れ
て

い
た
よ
う
で
す
。

　
国
分
寺
の
塔
跡
に
は
、
心
礎
を
含

め
て
14
個
の
礎
石
が
残
っ
て
い
て
、

一
辺
が
９
・
８
ⅿ
あ
り
ま
す
。
こ
の

大
き
さ
は
、
京
都
の
東
寺
に
あ
る
五
重
塔
に

匹
敵
し
ま
す
。
そ
の
た
め
、
国
分
寺
跡
の
塔

は
、
高
さ
50
ⅿ
程
度
の
七
重
塔
あ
る
い
は
五

重
塔
で
あ
っ
た
と
推
定
し
て
い
ま
す
。

　
山
梨
県
内
に
は
、
そ
の
後
い
く
つ
か
の
塔

が
建
て
ら
れ
ま
し
た
が
、
国
分
寺
の
大
き
さ

を
超
え
る
塔
は
現
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
塔
が
県
内
で
最
大
の
塔
で
あ
っ
た
と
言

え
ま
す
。

　
ま
た
、
国
分
寺
跡
の
北
側
に
あ
る
甲
斐
国

分
尼
寺
跡
に
は
、
塔
が
建
て
ら
れ
て
い
ま
せ

ん
。
こ
れ
は
、
全
国
の
国
分
尼
寺
跡
に
共
通

し
て
い
る
こ
と
な
の
で
す
が
、
国
分
寺
と
一

体
の
存
在
と
考
え
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
、
そ

の
理
由
の
よ
う
で
す
。

　
高
層
建
築
の
な
か
っ
た
当
時
、
寺
本
と
国

分
寺
の
二
つ
の
塔
は
、
新
し
い
文
化
の
到
来

を
示
す
存
在
だ
っ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
二
つ
の
塔
が
そ
び
え
る
姿
は
、
甲
斐
国

千
年
の
都
を
象
徴
す
る
景
観
だ
っ
た
と
想
像

で
き
ま
す
。

家庭部会　「家庭の日」の語呂合わせ、「輝け�チャチャチャ�笛吹の未来」の歌を発表し、会場全体で手拍子
をしながら楽しく歌いました。

地域部会　会話劇「勇気を持って役員になろう」を発表しました。会場の観客はその面白さに笑いながらも、
真剣に劇を見ていました。

職場部会　市長・教育長あてに審議会への女性登用をお願いしたことや、今後の取り組み予定を発表しました。

　この後に行われた民生委員児童委員との意見交換では、次のような意見が出されました。
○男女共同参画を進めるには、家庭内での話し合いが重要。とかく男性は自分の考えを押しとおし、逆に女性
は控えめなので、反省するべきだと思う。（男性）
○地区役員の経験があるが、家事をお嫁さんと交代で助け合い、活動することができた。男性の協力がもっと
必要だと思った。（女性）
○楽しく見せていただいた。ただ単に男女平等ということではなく、それぞれの特性を生かすべきだと思う。（男
性）
○男性が外へ出て活動する方がいいと思っている人が多いようだが、家庭の中で話し合い、理解や協力が必要
だと思う。（女性）
　有意義な意見交換でした。今後もさまざまな場面で民生委員児童委員の皆さんに、男女共同参画の推進にご
協力いただきたいと思います。

※男女共同参画推進委員会ではこのような発表の場を大募集しています。地区や団体のちょっとした集まりに
ぜひ、声をかけてください。

　８月２９日、国立女性教育会館の主催「男女共同参画のための実践
と研究の交流推進フォーラム」に委員８人が参加しました。
　フォーラムでは、内閣府男女共同参画局長による国の男女共同参画
最新データの説明やリレートークを聞いた後、各自が希望のワークシ
ョップに参加しました。
　ワークショップのうち、札幌市男女共同参画センターの「“気づき”
を広げる～体験！男女共同参画ワークショップ」では、全国から集ま
った３０人が４班に分かれ、ゲームを使って男女共同参画の理解を広める体験をしました。委員たちは、
日頃、地域に男女共同参画の理解をどうやって広めたら良いかと悩んでいましたが、楽しみながら話し合
いをし、その中で気づきを深めていく手法は、とても参考になりました。このフォーラムで学んだことを
今後の推進に生かしていきたいと思います。

来年は推進委員会で
ワークショップが
できるといいわね～

推進委員も
がんばっているんだね

■問合せ先
　市民環境部　市民活動支援課
　市民活動支援担当　☎055（262）4111

　9月9日に行われた石和地区民生委員児童委員協議会で、男女共同参画推進委員会の取り組みを発表しました。
最初に、推進委員会の吉原五鈴子委員長が推進委員会活動全般について紹介し、続いて各部会による発表が行
われました。

笛ちゃん 吹ちゃん


